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1. は じめ に

鹿児 島市の市 街地 は,わが 国の他 の主 要 都市 と同様 に その大 半が 沖積平 野 上 に形 成

されて い る (第 1図 ) 平 野 を構 成 する沖積層 に は周 囲 の シラ ス台地 か ら火 山性 砕 屑

物が定常 的に供 給 され てきた ため .層相 は他地 域 に比 べ て砂 質 であ り,か つ変化 に乏

しいとい う特 徴 があ る∴ 中積 層中 に はさ らに桜 島火山や 鬼界 カルデ ラ等か らのテフ ラ

が 挟 まれ てお り, それ らの一部 は沖積 層を区分す る際の有 効な鐘層 とな って いる一

鹿 児 島平野 に お ける沖積 層の標 準 層 序 を確 立 するた め. 1991年 .鹿 児 島大学 水産

学部 構内 (第 1図 参照 ) にて 深度60mのポ ー リング (KU-1) が 行わ れ た (岩 松 ･横

田,1991). その後 .ボ ー リング コア中の い くつ か の層 準 か ら試 料 が 採 取 され . HC

年 代が 測 定され た (横 田他 .1991:奥野 他 .1')')6) なか でも奥野他 (1996) は.

加速器 質量分 析法 を用いて少量 の 貝化 石 (貝殻片 )試料 か ら多 くの年 代値 を得て い る･

これ らによって .沖積 層 と鹿 児島平 野の形 成過 程 に関 しては. 時代 的 にも詳 細な議 論

が 可能 にな りつつ あ る.

2.ポ ー リング コア試 料 (KU-1)か らみ た沖積 層

測 定 され た14C年 代 値 は いず れ もボ ー リング コア試 料 (KU-1) を対 象 と した もの

で あ る.岩松 ｡横 田 (1991) に よれ ば. コア は抄 層 を主体 と し.一部 に シル ト層 .

砂 磯層 を挟 んで い る (第 2図) この うち.深度 48m付 近 に は厚 さ約 1mで黒色 を呈

す る特 徴 的な腐 植質堆 積物 (古土 壌 . ローム層 )が存在 する. これ よ り上 位 では中粗

砂が主 体 であ るが.詳細 にみ ると.深 度24m付 近 を境 と して下位 にい くにつれ て細 粒

砂 な い しシル トが 多 くな る傾向が あ る. と くに.32.90-42.90mは ほぼ細 粒砂 と シ

ル トよ りな り. 一部 に は時 灰 色 を呈 す る シル ト層 を含 ん で い る. 少 な くと も4m ～

43mまでは海榛の 貝化石 を頻繁 に含み .海 成堆積 物 であ る ことを示 して いる. また .

浅部の砂 層は粒径 が 揃 って お り.海浜 砂に近 いもの と推 定 され る,

深 度48m付 近の腐 植質 堆積 物 に関 しては, その最上 位 は粒 径 では シル トに近 いが,

下 位に い くにつ れて次 第に抄 質にな り. しかも黒 色か ら薄 い色調 に変 化 して いる. こ

の ような層相上 の特 徴 か ら. これ は陸上 で形成 された古 土壌 (腐植 質土壌 ) と考 え ら

れ (岩松 ｡横田. 1991) . その後 .炭 素/ 窒 素比 (C/N比 )の 測 定 によ って陸上 植

物 起源 の有機 物を含 む こ とが確認 され た (奥野他 .1996).

古土 壌 直上 の 白色 軽 石密 集 層は下 位の古土壌 を明瞭 な境界 で覆 って いる こ とか ら.

陸上 に降下堆積 した桜島起 源の薩 摩テ フラ と推定 されたが (岩松 ｡横 田. 1991),

* 鹿児 島大学理学 部 地学教 室, 〒890鹿 児島市 郡元 1-21-35

**名古屋 大 学大学院 人 間情 報 学研 究科. 〒464-01 名 古屋市 千種 区不 老 町

ー117-



第 1図 鹿児島平野の地形概要 と

ボー リング (KU-1)の位置
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第 2図 ボー リング (KU-1)の柱状図 と

･-C年代測定試料の採取位置

試料Slと試料SトHAは 同 一 層 準

か ら採取 された もので あるが,

前者 は フユー ミンを対象 と した

のに対 し, 後者 は腐植酸 を対象

と した もので ある.



古 土壌 の 年代 値 (後 述 )か らみて も妥 当 で あ る. 一方 . 古土 壌 よ り下 位 の 層 準で は 貝

化 石 は ほ とん ど見 られ ず. 安 山岩 磯 が頻 繁 に含 まれ る よ うに な る. さ らに . 黄褐 色 を

帯 び.抄 .磯 . シル トが繰 り返 して 現れ る よ うな層相 か ら. 河 川成 な い し浅 海成 の堆

積 物 と推 定 され た (岩松 ｡横 田 .1991)

以上 の よ うな 層相 変 化か ら.古 土 壌 よ り下位 の堆積 物 はウ ル ム氷 期 末期 の 海面 低 下

期 また は それ 以 前 で あ るの に対 し. 古土 壌 よ り上 位 は そ の後 の 縄文 海 進 に い たる間 に

形 成 され た もの と推 定 され た (横 田他 . 1991) したが って . 沖 積 層 を一連 の 海 進

に よ って 形成 され た堆 積物 とす るな らば . 上記 の 古土 壌 よ り上 位 の 地 層が 当平野 を形

成 した 沖 積層 とい う こと に な る.

3. コア 試 料 の年 代 測 定 結 果

=C年 代測 定 の試 料 は , 第 2図 に示 す よ う に. ボ ー リ ング ･コ ア中 の古 土 壌の 他 ,

様 々な 深 度の 貝 化石 (貝殻 片 )か ら採取 された . 得 られ た年 代 値 の 一 覧 を第 1表 に示

す .測 定 はテ レダイ ン社 に依 持 して 測定 した ものが 2試 料 , ま た名 古 屋大 学 年代 測 定

資 料 セ ンター に て 測定 した ものが 計 8試 料 であ る. 前 者 は横 田 他 (1991) に よ って .

後 者 は奥 野他 (1996) によ って報 告 され てい る.

第 1表 ポ ー リング (KU-1) の試 料 か ら得 られ た =C年 代 値

吾式料番号 深度 (∩) 言式料 ‥C年 代(yrBP) 補正値(yrBP) 測定機関 (公表文献)

29 4.70-4.80 貝化石 5,390±80 4,990±80 名1l!;屋大学 (奥野他,1996)

26 10.80-10.90 貝化石 5.620±80 5,220±80 4.ーili●屋大学 (奥野他,1996)

25 ill.70-15.00 貝化石 4,680±80 4,280±80 名L古屋大学 (奥野他,1996)

17 24.15-24.70 貝化石 830±80 430±80 名古屋大学 (奥野他,1996)

Yl 29.50-30.50 貝化石 7...240±130 - テレダイン .ジャパン (横印他,1991)

12 33.80-34.00 貝化石 9,350±80 8,950±80 名古屋大学 (奥野他,1996)

S1 47.70-47.72 古土壌 ll,850±90 - 名古屋大学 (奥野他,1996)

S1-llA47.70-47.72 古土壌 ll,170±80 - 名古屋大学 (奥野他,1996)

Y2 4-8.00-48.50 古土壌 12,350±180 - テレダイン .ジャパン′(横田他,L991)

S2 48.70-47.72 青土壌 12,110±90 - :辛.古屋大学 (奥野他,1996)
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3.1深度 48m付近 の古 土 壌 の測 定値 と薩 摩 テ フ ラ

深度48m付近の 黒色古 土壌 で は計 4つの年 代値が得 られて い る. いずれ も11,000

- 12,500yrBPの 範囲 で ある ことか ら.直 上の 白色テ フラが 薩摩 テ フラで ある こと

を示唆 してい る.古 土壌 中でも互 いに約 1mの 深度 差 で採 取 され た試 料 -Sl,S2で は.

明 らか に年代差が 認 められ - この ことか ら.古土 壌 の形 成 には数100年 か ら1,000年

近 く要 したと推定 される. また,薩摩 テフラ は. それに含 まれ る炭 化 木片 の 1-C年 代

値 か ら.一般 に10,000- ll,000 yrBPと され て いるが (町 田 ･新 井, 1992).上

記 の値 か ら. その 降下 は古 土壌 の形成 開始 の数100年 ～1,000年 後 といえる (奥野 他,

1996)

3.2 沖積 層 中 の見化 石 (貝殻 片 ) の測 定結 果

貝化 石 につ いては様 々な層 準で 多 くの測定値が得 られて い る. と くに深度30m前後

の顕著 な軽石混 じ り貝殻 密 集層 で は約 7,240 yr BP (試料 IY2)が得 られて お り, こ

れ よ り上位で は4,000 yrBP～5,000 yrBPの ものが .また下 位 では8,000 yrBP前

後 のものが得 られ て いる ことを考 慮す れば . これ はほぼ ア カホ ヤテ フラと判 断で きる

なお.貝化 石 試料 の採取 深度 と年 代値 は大部 分 では対 応 して いるが ,一部 には矛盾

す るのが あ り, これ につ いて は何 らか の理 由で 2次 的 に移動 した もの と され て い る

(奥野 他 .1996).

4.平野 の形 成過 程

4.1沖積 層 の 形 成

深度 48m付 近の古 土壌 と直上 の薩 摩 テフラは層 相が 特 徴的 で あるた め.鹿児 島平野

の他 のボ ー リング柱 状 図資 料で も多 く確 認 され てい る (森 脇 他 .1993) 同様 の鍵

層 であ る アカホ ヤテ フラも含 めて対 比す れ ば.平 野地 下 の沖積 層の分布 と構 造の概 略

を得 る ことが で きる. 第 3, 4図 は この よ うに して得 られた 当沖積 層 の概 念 図と基底

面 等高線 図で ある (横 田他 .1994).

これによれば .基 底 面 は現 在の平 野下 の大 部 分で地下40-50mで広が ってお り.部

分 的に は旧河道 を思 わ せるチ ャネ ル状の と ころが ある. と くに,甲突 川沿 い等に は現

在 の河道 の西 方 に チ ャネ ル状地 形が現 れ.西 鹿児 島駅付近 を南 へ伸 び てい る.

多.くのポー リ_ング柱 状図資料を も とに した ｢鹿 児島市 地盤 図｣ (鹿 児島市 地盤 図編

集 委 員会 .1995)が 最 近 まとめ られ たが .地盤 特 性 は こうい った基底面 の形 状 とそ

こでの層 相 に大 き く依 存 して いる. また. これ で は薩 摩 テフラ とア カホヤ テ フラを と

もに層相 の特 徴 も含 めて当地 域の沖 積層 を上部 層 ,中部 層.下 部層 に区分 してい るが

(第 3図 ). 時間 的 な層相 変化 はある程度 は平野 全 体に及 んで いる よ うで あ る.

4.2 沖積 層 の 堆 積速 度

第 5図 に試料 を採 取 した柱 状図上 での深度 と測定年 代値 の 関係 を示 す .試 料 -29

(深度 4.70-4.80m) と試 料 -12 (深度33.80-34.00m) をも とにす ると,約9,000
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シラス台地

沖柵層の峯底面

第 3図 鹿 児 島平 野 に お け る沖積 層 の地 質概 念 図

(鹿 児 島市 地盤 図編 集 委 員全 編, 1995)



yrBP以 降の約 4,000年 間で約29m堆 積 した ことにな る. これ は約 7m/1,000年 の速

度 であ り,この間 の堆積 は極めて急速 であ ったことが分 か る.層相 と対応 させれ ば,

シル トや細粒砂の 多 い層 準 から砂 質へ変化す る層準 であ るので.急速 な海面上昇 に も

かかわ らず.埋め立 ても短期間 に行わ れた ことを示 して い る. これ は シラ ス台地 か ら

の土砂供給能 力の 大 きさを物語 ってい る.

縄文海進 に伴 って は熊本平野等 , 九州各地 の地域 で は厚 い シル ト層が確認 されて い

るが (長谷 ･岩 内. 1990) 鹿 児 島平野 で この よ うな厚 い シル トが形 成 され なか っ

たのは. シラ ス斜 面 からの火山性砕屑物が 多量 に供給 され てきたか らといえ よラ.
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第 5図 日C年代測定値 と深度の関係

5,000

第 1表 の試 料の うち, 年代値 が深度的にみ て矛盾 して

いると思われ る試料-4.17.25は省略 して ある.

5.おわ リに

鹿児島平野の沖積 層 を貫 く 1つのボー リング コア試料を集 中的 に年代測定す ること

によって,平野 を構成する沖積層 を層序 とともに形成 の 時間的変化 と して理 解で きる

よ うにな って きた.年代値 に裏付 け られ た古土 壌 と直上 の薩摩 テフラ.さらにアカホ

ヤ テフラ等の鍵層 は,海進 に伴 う堆積 過程 に関 して貴重 な情報 を提供 して いる. また.

平野の地盤特性 が形成過程等 に大 き く依 存する ことを考 えれば .年代 測定値 はこう し

た面で も資す ると ころが 大 きいで あろ う.
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Formation oftheKagoshimaAlluvialPlain

Basedon14c DatingofCoredSamples
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Abstract

Eleven14C agesofcoredsampleshavebeenmadeforunderstandingof

alluvialdepositsinKagoshimaplain.Sampleswereobtainedfrom adrilling

coreKU-1of60meterslong.14Cagesofhumicsoilandshellfragmentsrange

from LatePleistocenetoHolocene.Blackhumicsoil,Sakurajima-Satsuma

andKikai-Akahoyatephraswhichareeffectivekeybedsinthisareawere

chronologicallyidentified.Thedistributionofthesekeybedsandtheirages

givevariousinformationfornotonlyformationofalluvialdepositsandplain

butalsocharacteristicsofgroundfoundationintheKagoshimaarea.

Keywords:Kagoshimaalluvialplain,Coredsample,14cdating
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